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筆者は現職の特別支援学級の教員である。本小

論では、土曜教室における学びを通して、学校教

育における特別支援教育について考えてみたい。

１．現職教員が土曜教室で学ぶ意義

～学びの場を求めて～

本項では、学生たちが中心スタッフとして運営

されている土曜教室で学ぶ意義について、現職教

員の立場から考えたものである。筆者は、土曜教

室の中で多くの学びを得ていると実感している

が、今回は４点に絞り学校教育の実践を通して紹

介する。

⑴ ミーティングの意義

土曜教室で行われている事前ミーティングで

は、個別の指導計画をもとにした子どもたちのそ

の日に行われる学習課題についての吟味がなされ

る。その IEP作成の段階で、子どもたちの特性や

いま抱えている困難さについて話し合いがなさ

れ、ある程度の共通理解がもたれている。またミー

ティングにおいて学習課題を目の前にすること

で、子どもたちの実態が担当児童以外についても、

共通理解が図られる。さらに、さまざまな人によ
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る、さまざまな視点で話し合いが行われるので、

子どもたちの実態が見え、結果的に多角的な見方

ができる。

筆者はこれらのミーティングの様式を本校の学

年研修に生かした。本校の特別支援学級では、主

として生活年齢に応じたグループに分けて指導し

ている。各グループでの個別指導の時間を設定し

指導を行っているので、ある程度の共通理解はな

されるものの、それぞれのグループがどういった

課題でどういった指導が行われているのかは詳し

くはわからなかった。そこで、学年研修の時間に、

それぞれのグループで行われている指導について

検討する場面を設定することとした。そうするこ

とで、担任以外も子どもの実態がより把握でき、

子どものさらなる実態把握ができた。「この人でな

ければ」というような限定的な支援から、「この人

でも」という支援に広がりを持つことができるよ

うになった。

⑵ 個別課題の検討

土曜教室では、子どもの学習課題を考える際に、

多くの時間をかける。苦手を克服する課題であっ

たり、長所を伸ばそうとする課題であったり、子

どもの持つ困難さが見えてくる課題であったりす

る。子どもたちの実態を見据えた課題であること

は間違いないが、常に前回の学習場面での様子や

反応などを参考にする。また、学習課題を考える

際に、予想される子どもの反応まで検討する。子

どもの持つ困難さが見えてくるような課題でもあ

るので、次回以降の課題も必然的に見えてくる。

課題を作成し、実施し、子どもの困難さが見えて

きて、再度課題を検討する。検討した課題をまた

実施していく。それを繰り返していくことで、さ

らなる実態把握を進めながら、子どもの困難さに

直接的に働きかけることができるのである。

学習課題を練るこれらの取り組みを本校の特別

支援学級の実践でも生かした。具体的には、個別

の指導場面の確保である。今までは個別の指導場

面の重要性を感じていながら、日々の課題に追わ

れることが多かったが、時間割の中でも「グルー

プ」という小集団の時間を設定し、その中で柔軟

に個別指導の時間を取ることができるようにし

た。現在では、１年生で週23時間中６時間は「グ

ループ」の時間としている。その中で、同じよう

なサイクルで課題に取り組むようにしている。担

任数など体制的な厳しさもあるが、学習面での子

どもの育ちを実感することができている。

⑶ 〝通常学校"における特別支援教育に対する

意識

今回は外部機関との連携について学校内でのア

ンケートを実施し、本校の教員が特別支援教育に

対して、どのような意識を持っているか調査した。

発達障害に関する知識などが必要であると実感

しているものの、なかなかそういった場が少なく、

どうしたらよいかわからないというのが実態であ

る。また、どう子どもたちの学習面での困難さに

対応して良いか、外部機関からアドバイスをもら

いたいと思っているということもわかった。

筆者は、学校内で特別支援教育コーディネー

ターをしているため、外部との連携を図る機会が

今後も増えてくることが予想される。特別支援教

育を推進していく上で要となる存在であるため、

外部機関との連携がありうるか模索し、校内委員

会を推進していく必要がある（鋒山、2004）。学校

からすると外部機関である土曜教室に関わってい

るので、外部機関からの学校という視点を持つこ

とは重要であると考える。

⑷ 専門性を高める場を求めて

通常の学校教員は、子どもたちと直接的に関わ

り、〝軽度発達障害"に関する専門性を高める場が

限られているのが現状である。そんな中で土曜教

室は、数少ない子どもとかかわり合いながら専門

性を高められる場である。文献などで発達障害に

対する知識を得ることはできるが、土曜教室で学

ぶことのできる生の経験は大きい。また、学校と

いう場以外での子どもの様子や保護者の話を聞く

ことができるということも大きな学びである。保

護者が感じる学校というものも聞くことができ
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て、大きな学びとなっている。

２．土曜教室から得られた支援の在り方

― 土曜教室での学びを学校教育に生かす―

本項では現職教員の立場から、土曜教室での自

らの学びや勤務校での特別支援教育についての現

状についての考えをまとめた。

⑴ 自らの学びと土曜教室

土曜教室では、学校での学習場面などの様子な

どだけではなく、保護者からの情報などで、家庭

生活での様子も聞く。子どもの困難さが生活全般

でも出てくる可能性があり、対人関係の困難さな

どは顕著に出てくることがわかった。学習面だけ

ではなく、生活面での困難さを知ることにより、

子どもの困難さの根本に迫ることができるのでは

ないだろうか。

保護者の思いに寄り添うということも重要な教

育活動の一つである。だが、なかなか実践してい

くことが難しいのが現状である。この課題に取り

組むことが大事であるという「子どものため」と

いう思いを押し付けている可能性があるというこ

とを常に考えていく必要がある。一緒に担当して

いるスタッフから「お母さんに対して、お母さん

が今感じている不安と行おうとしている課題とが

どう結びつくのかを説明する必要がある」と指摘

を受けた。家庭と連携し、子どもの困難さに迫っ

ていくためにも、インフォームドコンセント（十

分な説明と同意）と、アカウンタビリティ（説明

責任）の大切さ（笹森、2005）を実感した。

⑵ 本校での特別支援教育の実際と困惑

土曜教室では、事前・事後のミーティングを大

事にしている。本校でも話し合うことを大事にし

たいと考え、今年度からケース会議を充実させる

ことにした。４月に全校での児童理解研修会、前

期後期の低・中・高学年それぞれ各ブロックでの

ケース会議、年度末の全校での児童理解研修会を

持つこととした。個別のケースについてはそのつ

ど実施している。

子どもに対し、様々な立場の人間がかかわるこ

とで、子どもの実態把握が深まることを土曜教室

の学びで得た。学校に投影させると、さまざま子

どもの表情をさまざまな先生が見ているので、共

通した実態把握や情報の共有を図ることが重要で

ある。また、コーディネーターに相談するだけで

はなく「学びの支援委員会（校内委員会）」の運営

をすることも重要である。土曜教室では、どの学

生の意見も尊重される。そこから見えてくること

も多い。どの先生の意見も尊重される、一方的な

相談・助言という形ではないケース会議の持ち方

が重要になってくる。

実態把握をした上で、個別の指導が必要になっ

てくるのではと通常学級担任も、コーディネー

ターも実感していても、時間的な制約や周囲の児

童・教員の協力がなくては難しい。現状において

は、通級指導学級がないという状況があり、また

特別支援学級の活用についても難しい状況があ

る。現在、支援している児童は、保護者も了解し

た上で、放課後支援を実施している。学校のシス

テム自体を変えていく必要性がある。

また、教員の意識の格差も解決すべき重要な問

題である。特別支援教育というものが必ずしも浸

透していない現状があり、子どもはなんらかの困

難さを抱えているものの、ケース会議にあがらな

いことも多い。全校体制で子どもの困難さに取り

組んでいく必要がある。引き継ぎなどの問題も全

校体制で取り組むことで解決していかなければな

らない。

⑶ 土曜教室で学ぶ意義

土曜教室では、子どもに学び、保護者に学び、

スタッフに学ぶことができた。

土曜教室に通う子どもたちは、何かしらの困難

さを抱えている。その困難さに対応していってい

るが、子どもの反応は見事である。子どもの変化

や成長から、土曜教室で行っている課題や活動の

重要さがわかる。子どもから学んでいることは大

変多い。

土曜教室と学校教育における特別支援教育 55



土曜教室で大事にしていることは、スタッフみ

んなと子どもも一緒に抱えている困難さに対応し

ているということではないだろうか。いわゆる共

同戦線というものだ。本校に欠けているものは、

これかもしれない。

土曜教室では、毎回保護者から話を聞く場面が

ある。そこで、課題についての説明などがなされ

る。ここでも共同戦線を張るのである。保護者の

学校の見方や子どもの見方普段のご苦労されてい

るお話など保護者から学ぶものが大変多い。

スタッフ集団は、子どもとともに困難さに向き

合い、日々話し合いを進めている。スタッフは子

どもの幸せだけを願い、向くべき方向がみな同じ

である。また、さまざまな個性のある人たちであ

るが、その個性を最大限生かしている。個性を生

かす集団のいい実践例でもあるかもしれない。ま

た、スタッフの子どもの見立ては非常に勉強にな

る。日々、新たな視点を得ることができている。

発達障害に対する専門性とは何なのか。未だ答

えは出ない。が、土曜教室での子ども・保護者と

スタッフたちとの関係にその答えがあるかもしれ

ない。と、筆者は考える。
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